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産婦 人科 領 域 にお けるBacampicillinの 臨床 的検討

張 南薫 ・国井勝昭

昭和大学医学部産婦人科学教室

ま え が き

Bacampicillin(以 下BAPC)は,I'-ethoxycarbOAyloxy-

ethyl6-(D-a-aminophenylacetamido)penieillanateで,新 し

く開発された吸収性の高い経 口ペ ニシリンである。 本物 質 は

in vitroで は 胃液のpHに 安定 で,中 性のpHで は加水分解

は緩徐 であるが,組 織液,血 清の存在下では極 めて速やかに加

水分解 を受け る.経 口投与する と,小 腸よ りエステル型のまま

よく吸収 され,直 に腸壁のnon-specific esteraseに よ り加

水分解 され,容 易 にAmpicillin(ABPC)と なる。従 って,

生体ではABPCと して抗菌力を発揮 することにな り,抗 菌

作用としてはABPCと 変る ところはない。 しか し,吸 収 が

良いため血中濃度はABPCよ りも高く,ピ ーク値 に達 する

時間 も早 いとされて いる1)～3)。

今回.わ れわれは,産 婦 人科領域 において臨床的検討を行

う機会を得たので,以 下その成績 を報告する。

実 験 方 法

体 液 内濃度 測 定 にはBacillus subtilis ATCC6633

株 を検 定 菌 とす る 寒天 平板Disc法 で,標 準 曲線 はpH

7.2の リン酸 緩衝 液 を使 用 した。又BAPCの 投 与 量 は全

てABPC力 価 で表 わ し,臨 床 試 験 は産 婦 人科 感 染症 患

者 を対 象 と した。

実 験 成 績

1. 臍帯 血,羊 水 中移 行

臍 帯 血,羊 水 への 移 行 を観 察 す る ため,分 娩前,本 剤

500mgを 経 口投 与 し,分 娩 直 後 に臍 帯 血,羊 水 お よび母

体 血 を採 取 して測定 した。 その 成績 はTable1お よ び

Fig.1に 示 す通 りで,35分 よ り4時 間 にわ た る種 々の時

間 帯 内 に合 計7例 の採 取測 定 を行 った。 臍帯 血 中 へ の移

行 は母 体血 中へ の出 現 よ りお くれ る傾 向 にあ る と とは他

の合 成 ペ ニ シ リン と同様 で,30分 前 後 には 認 め られ ない

が,1時 間前 後 では,2.4～2.82μg/mlが 謄 帯 血 中 に

認 め られ,1時 間 半 前後 で は1。6～1.82μg/ml,3時 間

で、1.2μg/ml,4時 間 で0.66μg/mlの 移 行 が 認 め ら

れ,羊 水 には0.6～0.78μg/mlの 濃 度 が 認め られ た。

Table1 Transfer into umbilical cord blood and

amniotic fluid after, administration of

500mg of Bacampicillin at deliverly

Fig.1 Transfer into umbilical cord blood and

amniotic fluid after administration of 500mg

of Bacampicillin at deliverly

2. 臨床成績

1)対 象および投与方法

30例 の産婦人科的感染症に使用した。急性子宮内膜炎

5例,子 宮毒結合織炎2例,急 性外陰炎2例 。急性乳腺

炎3例,術 創感染1例,急 性腎盂腎炎2例,急 性膀胱炎

15例である。投与方法は1回250mg1日4回(1日 量

合計1.0g)を 原則とした。その一覧はTable2,3の 通

りである。
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Table 4 Clinical results classified by diagnosis

Table 5 Clinical results classified by isolated organisms

2) 効果判定基準

効果判定には,検 出菌の消長,自 他覚症状の消長,棟

査成績の変化などから総合的に判定し,菌 の消失 しない

もの,自 他覚症状の消失程度が著明でないものは無効,

または不明とした。急性膀胱炎はUTI研 究会の薬効評

価基準を参考とし,お おむねその基準に従い判定した。



346 CHEMOTHERAPY MAY1979

3)疾 患別臨床効果(Table4)

子宮内膜炎では5例 中有効4例,無 効1例,有 効率80

%,子 宮労結合織炎2例 中,有 効1例,無 効1例(50

%),急 性外陰炎2例 中,有 効1例(50%),急 性乳腺炎

3例 は全例有効,術 創感染1例 は無効,急 性腎盂腎炎2

例全例有効,急 性膀胱炎15例 中,著 効4例,有 効7例,

無効4例,有 効率73。4%で あった。稔計すると著 効4

例,有 効18例,無 効8例 となり,治 癒率は73.3%で あっ

た。

4)起 炎菌別臨床効果(T8ble5)

Table5に 示 したように,子 宮内膜炎および子宮労結

合織炎の7例 のうちEco露 が2例 から検出され,有 効

であり,ブ 菌の1例 は無効であった。残る4例 は菌陰性

であったが,有 効3例,無 効1例 であった。急性外陰炎

2例 では1例 からE.coliが 検 出されたが治療後も消失

せず無効であり,他 の1例 は菌陰性であったが有効であ

った。術創感染の1例 はPseudomonasで 無効であり,

急性乳腺炎では,ブ 菌が2例,溶 連菌が1例 に検出され

全例有効,腎 盂腎炎の2例 はEcoliが 検出され2例 と

も有効,急 性膀胱炎15例 からはE.coliが9例 検出され

著効2例,有 効5例,無 効2例 であり,プ 菌は2例 から

検出され著効1例 。有効1例 であり,Strept.faecalis

の2例 は著効1例,有 効1例 であ り,Proteusvulgaris

の2例 は2例 とも無効であった。

5)起 炎菌別細菌学的効果(Table6)

Staph.aureus5株 中4株 は消失し,1株 は菌交代し

てBacteroidesが 検 出された。Strept.hemolyticus

の1株 は消失。Strept.faecalisの2例 も消失,E.coli

15株 中12株 は消失。1株 は城少,不 変1例,菌 交代1例

(Klebsiella)で あ った。Proteusvulgarisの2例 は不

変1例,菌 交代1例(E.coli)。Pseudomonasの1株 は

不変であった。すなわち。消失は26株 中19株,減 少1

株,不 変3株 。菌交代3株 であった。

6)疾 患別細菌掌的効果(Table7)

子宮内膜炎5例 中細菌の検出された1例 は菌 が 潴 失

し,子 宮穿結合織炎2例 からは消失1例 菌交代1例 。

外陰炎2例 は不変1例,不 明1例,乳 腺炎3例 は全例消

失,術 創感染の1例 は不変,腎 盂腎炎の2例 は消失。急

性膀胱炎の15例 では。11例 が消失,1例 が減少,1例 が

不変,菌 交代が2例 で臨床効果とよく一致した。

Table 6 Bacteriological response on isolated organism

Table 7 Bacteriological response on diagnosis
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7) 副作用(Table8)。

経 口投与による副作用として極 く軽い胃不快感を脈え

た症例が数例あるが顕著なものはなく,剤 作用のため投

与を中止した例もない.ア レルギー症状は全く認めなか

った。また,投 与前後に血液,尿 等を検査された症例で

は異常変化を認めなかった

身 案

Bacampicillinの 抗菌スベクトルはABPCと 同様で

あることは,理 論的に当然のことであるが,実 験的にも

確認されている。すなわち,産 婦人科領域における本剤

の適応症はABPCと 同様である。近年の産婦人科領域

における感染症は,グ ラム陰性桿菌によるものが60～70

%を 占め,つ いでブ菌類によるものが10～20%を 占める

現状であることは多くの報告に認められており5)6)こ の

ため,広 域性のスベクトルを有 し,殺 菌的に作用し。吸

収が良く,臓 器集中性が良好で,副 作用も少いなどの性

質を有する抗生物質が多く選択されているが。ABPCは

いわゆるfirst choiceと して最 も多く選択されてい

る。かかる意味において,本 剤の産婦人科領域における

有用性は期待できるものと考えられる。

本剤の最大の特長は,吸 収の良好性である。本剤は酸

に安定でかつ脂溶性が高く,内 服後,小 腸よりエステル

型のままよく吸収され,腸 壁のesteraseに より加水分

解されてABPCと なるのであるが,ABPCよ り血中濃

度のピークが高く,ま たピーク値に達する時間が速いこ

とである1)～3)。また,食 事の摂取に影響され難いことも認

められており,こ れらは臨床的に有意義なことと考えら

れる1)～4)。

この特徴が直ちに臨床的に有利な結果を導き出し得る

かどうか問題となるところであるが,本 剤に関し文献上

からは有意性が認められており,本 邦における本剤の研

究会の成績をまとめたシンポジウム報告でも認 め ら れ

た4)。

今回のわれわれの産婦人科領域における感染症治療成

績は総計で73%の 有効率を認めた。これはシンポジウム

における成績 と相前後するもので,乳 腺 炎や子宮内膜

炎,子 宮旁結合織炎のような比較的治療し難い症例に対

しても,50～100%の 効果を認めることができたが,こ

れは吸収の良好である特長が反映しているものと考えら

れる。

む す び

新しい合成ペニシリン,Bacampicillin(BAPC)に つ

いて,産 婦人科領域で検討を行い,以 下の結果を得た。

Table 8 Laboratory findings

B : before, A : after

本剤投与後の臍帯血,羊 水中への移行は概して良好で

あった。

産婦人科領域の感染症に対し,1日1,000mgの 投与

で,平 均73.3%の 有効率を認め,副 作用はなかった。

以上の成績から,産 婦人科的感染症に対する臨床価値

を認めた。
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STUDIES OF BACAMPICILLIN IN THE FIELD

OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

NANKUN CHO and KATSUAKI KUNII

Department of Obstetrics and Gynecology, School of Medicine, Showa University

Clinical evaluation was made on bacampicillin, a new semisynthetic penicillin, in the field of obstetrics and

gynecology.
Transfer of bacampicillin into umbilical cord blood and amniotic fluid after administration was generally good.
Clinical response was 73.3% at daily dose of 1,000mg and no side effect was observed.
Bacampicillin was considered valuable drug for the treatment of infections in the field of obstetrics and gynecology.


